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神の姿を一目見たい。信徒であれば誰もが思うことであ
ろう。しかし、神は人間の前にその姿を現わさない。その存在を証明するには最も確かな手段であるのに、である。キリスト教の信仰体系は、この事実を出発点としている。
人間の中には神を見たと思しき者がいる。例えばアダム
だが、エデンの園のアダムとイヴ 「神
（足）
音」と声
しか聞いていない。十戒のモーセ シナイ山上で神と四〇日四〇夜ともに過ごしたが、神は雲間から語りかけただけであって、顔を見せてはいない。旧約で 「声」や「音」が、神の現在を示しながら、同時にその不可視性を表わす手立て た。
壁画や彫像、写本挿絵など、信仰世界を多様に図示する
キリスト教にとって、不可視の神をいかに表現 か 、つねに悩ましい問題であった。 解決法の一つは 「神の右手」である。神を天の雲間から差 出される右手のみで表わす
ことで、地上の出来事への神の介入を表現しつつ、その不可視性を強調している。
いま一つは、神に三つの位格を認める三位一体論の図像
への応用である。父は右手、聖霊は鳩
（動物象徴）
、子なる
キリストは人間で表す。人
ひと
形がた
に受肉したキリストは可視で
あり、聖霊、父なる神と進むに従って不可視性が高まる。ただ一二世紀以降の写本挿絵で 、三位一体図において、父なる神も描かれるようになる。まるで双子のように同形の父と子が、聖霊を軸に左右対称に配置され 構図 、三位一体の表現法を神学的に突き詰めた図
ダイアグラム
形的表象である。
それでも、神が不可視であることに変わりはない。図像
表現はあくまで、肉体の眼では捉え れない存在を想像で描いているにすぎない。一体 神が「見えない」とは、どういうことなのか。
信徒が神を直視すること―至福直観
（
visio beatifica ）
と呼
ばれる―は、最後の審判を経て天国に入ることを許され者への報償の一つとされている。天の王国を描写するマタイ伝八章七節に 次のようにある。
幸いだ、心の清い者たち、その彼らこそ神を見るであ
ろうから。この至福直観をめぐる考察が深みを増したのは、翻訳運
動によってアリストテレスを再受容した一三世紀の西南ヨーロッパであった。ドミニコ会士 トマス・アクィナスは、『ヨハネ福音書講解』にて、至福直観を思弁的知性の完成と捉え、同時代のフランチェスコ会士ボナヴェントゥラは、『魂の神への道程』 のなかで、 これを観
テオ
照リア
の到達地点たる 〈神
との合一〉と位置づけた。二人ともイタリア人で、パリ大学の神学教授となった人物 る。
ボナヴェントゥラの特徴は、霊魂が観照を通じて段階的
に―智
ケルビム
天使の翼の枚数と同じ六段階を経て―神に至るとし
た点にある。中世キリスト教の宇宙観は、天国・煉獄・地獄という死後世界の構造を組み込みつつ、同心円的な階梯構造へと収斂しつつあった。 二世紀半ばの『トゥヌクダルスの幻視』に始ま 異界幻視譚のジャンルにおいて、この階梯 を見事 描き切った作品が、一二六五年フィレ
ンツェ生まれのダンテの主著『神曲』にほかならない。
人生の道半ばで暗い森に迷い込んだ主人公ダンテ
（の魂）
は、ボッティチェルリが描く「地獄の見取り図」 九つの圏た
谷に
を昇り、煉獄の山を登攀し、地上の楽園を抜けた後、
天に向かって上昇する。天もまた九つの層から成 、月や水星といった惑星の名と光の強度とで分節されて る。
天を一層昇るたびに、ダンテは眩さに何も見えなくなる
が、その度に視力が強化されて、光の中にある人や事物を識別できるようになる。ついに至高天に到達したダンテの魂は、夥しい天使が回転する火の輪の奥に、永遠な 光源にして愛の根源、三位一体としての神の姿を目にする。ンテの 神を見 ことで、神の本質が万物を回転させる愛にほかならぬことを悟り、神 の合一をとげ
その深淵の中に私は見た、宇宙全体に散り散りになって散逸している紙片が、愛によってただ一冊の書物に綴じられ、収められてい
るのを。
（原基昌訳）
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